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『
日
本
外
交
文
書
』
の
昭
和
期
Ⅲ
（
昭
和
一
二
―
二
〇
（
一
九
三
七
―
四
五
）
年
）

は
、「
日
中
戦
争
」、「
第
二
次
欧
州
大
戦
と
日
本
」
お
よ
び
「
太
平
洋
戦
争
」
の
三

つ
の
特
集
を
中
心
に
構
成
し
、
平
成
二
四
年
度
ま
で
に
こ
れ
ら
特
集
の
刊
行
を
完

了
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
特
集
で
採
録
し
な
か
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
昭
和
期

Ⅲ
第
一
巻
か
ら
第
三
巻
に
関
係
文
書
を
収
録
す
る
こ
と
と
し
、平
成
二
六
年
三
月
、

第
一
巻
と
第
二
巻
を
刊
行
し
、
平
成
二
六
年
一
〇
月
に
第
三
巻
を
刊
行
し
た
。

昭
和
期
Ⅲ
第
三
巻
の
採
録
文
書
数
は
四
四
一
文
書
、
本
文
五
一
〇
頁
、
日
付
索

引
一
五
一
頁
、
総
ペ
ー
ジ
数
六
六
一
頁
で
あ
る
（
昭
和
期
Ⅲ
全
第
三
巻
の
総
採
録

文
書
数
は
一
四
六
九
文
書
、
総
ペ
ー
ジ
数
は
二
〇
二
一
頁
、
第
一
巻
お
よ
び
第
二

巻
の
概
要
は
、『
外
交
史
料
館
報
』
第
二
八
号
を
参
照
あ
り
た
い
）。

本
巻
の
刊
行
に
よ
り『
日
本
外
交
文
書
』の
通
算
刊
行
冊
数
は
二
一
五
冊
と
な
っ

た
。
な
お
、
当
該
期
の
外
務
省
記
録
は
戦
災
等
に
よ
っ
て
多
く
が
消
失
し
て
い
る

た
め
、
昭
和
期
Ⅲ
全
三
巻
の
編
纂
に
当
た
っ
て
は
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、

首
都
大
学
東
京
図
書
情
報
セ
ン
タ
ー
、
国
立
公
文
書
館
お
よ
び
「
極
東
国
際
軍
事

裁
判
関
係
文
書
（
米
国
議
会
図
書
館
作
成
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）」
か
ら
文
書
を

補
填
・
採
録
し
た
。
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
各
機
関
に
は
謝
意
を
表
し
た
い
。

一
、
昭
和
期
Ⅲ
第
三
巻
の
構
成

本
巻
の
掲
載
事
項
（
目
次
）
は
次
の
と
お
り
。

八　

移
民
問
題

１　

米
国

２　

フ
ィ
リ
ピ
ン

３　

カ
ナ
ダ

４　

ブ
ラ
ジ
ル

５　

ペ
ル
ー

九　

雑　
　

件

１　

新
南
群
島
の
日
本
領
土
へ
の
編
入
問
題

２　

故
斎
藤
駐
米
大
使
の
遺
骨
送
還

３　

貿
易
省
設
置
問
題

４　

極
東
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
避
難
民
問
題

『
日
本
外
交
文
書
』
概
要

「
昭
和
期
Ⅲ
第
三
巻
（
昭
和
十
二
―
十
六
年　

移
民
問
題
・
雑
件
）」
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５　

諸
外
国
と
の
航
空
連
絡
交
渉

６　

国
際
捕
鯨
問
題

７　

ブ
リ
ス
ト
ル
湾
に
お
け
る
鮭
漁
問
題

８　

パ
ナ
マ
に
お
け
る
邦
人
へ
の
営
業
停
止
問
題

９　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
お
よ
び
日
本
万
博
計
画

10　

皇
紀
二
千
六
百
年
祝
賀
の
た
め
の
満
州
国
皇
帝
訪
日

昭
和
期
Ⅲ　

第
一
巻
〜
第
三
巻　

日
付
索
引

二
、
昭
和
期
Ⅲ
第
三
巻
の
概
要
お
よ
び
使
用
記
録

八　

移
民
問
題

本
項
目
で
は
、
本
邦
移
民
に
関
す
る
各
国
と
の
間
の
諸
問
題
に
つ
き
関
係
文
書

を
、「
米
国
」、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
」、「
カ
ナ
ダ
」、「
ブ
ラ
ジ
ル
」、「
ペ
ル
ー
」
の
五

つ
の
小
項
目
を
設
け
て
採
録
し
て
い
る
。

１　

米
国

本
項
目
で
は
、
米
国
に
お
け
る
邦
人
移
民
の
問
題
に
関
す
る
文
書
を
採
録
し
て

い
る
。
主
な
問
題
と
し
て
は
、
昭
和
一
二
年
の
移
民
法
修
正
（
邦
人
に
対
す
る

ク
ォ
ー
タ
適
用
）
問
題
、
前
年
か
ら
の
継
続
案
件
で
あ
っ
た
国
際
商
人
に
関
す
る

邦
人
へ
の
差
別
待
遇
問
題
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
に
お
け
る
外
国
人
排
斥
土
地
法
修
正

案
を
め
ぐ
る
州
当
局
と
の
折
衝
、
一
五
年
の
日
米
通
商
航
海
条
約
失
効
後
に
お
け

る
在
米
邦
人
の
商
人
資
格
を
め
ぐ
る
米
国
政
府
と
の
協
議
な
ど
の
関
係
文
書
を
採

録
し
て
い
る
。

（
採
録
文
書
数
23
文
書
）

﹇
使
用
記
録
﹈

J.1.1.0.J/X
1-U
1

「
外
国
ニ
於
ケ
ル
排
日
関
係
雑
件　

米
国
ノ
部
」
第
七
巻

J.1.1.0.J/X
1-U
1-1

「
外
国
ニ
於
ケ
ル
排
日
関
係
雑
件　

米
国
ノ
部　

商
人
及
妻

子
ノ
入
米
問
題
」
第
二
巻

J.1.1.0.J/X
1-U
1-3

「
外
国
ニ
於
ケ
ル
排
日
関
係
雑
件　

米
国
ノ
部　

移
民
法
修

正
関
係
」
第
五
巻

J.1.2.0.J2-7-1

「
本
邦
移
民
関
係
雑
件　

米
国
ノ
部　

条
約
商
人
関
係
」

２　

フ
ィ
リ
ピ
ン

本
項
目
で
は
、
比
島
移
民
法
の
修
正
（
移
民
割
当
制
の
創
設
）
を
め
ぐ
る
日
本

と
比
島
お
よ
び
米
国
当
局
と
の
折
衝
（
一
四
〜
一
五
年
）
に
関
す
る
文
書
を
採
録

し
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
激
増
す
る
中
国
移
民
の
流
入
阻
止
の
た
め
、
各

国
同
数
の
割
当
制
導
入
を
進
め
た
。
日
本
は
、
割
当
制
は
従
来
制
限
が
な
か
っ
た

邦
人
移
民
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
し
て
、
議
会
へ
の
法
案
提
出
先
送
り
や
、

邦
人
移
民
へ
の
割
当
数
増
大
な
ど
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
当
局
に
求
め
た
。
こ
の
移
民
法

の
修
正
に
は
米
国
議
会
の
承
認
が
必
要
で
あ
り
、
本
件
に
は
米
側
の
意
向
が
強
く

影
響
し
て
い
た
た
め
、
日
本
は
米
国
政
府
へ
も
折
衝
を
重
ね
た
。
し
か
し
、
米
側

の
対
応
に
は
積
極
性
が
見
ら
れ
ず
、
結
果
的
に
は
、
予
想
（
一
〇
〇
〇
名
）
を
大

き
く
下
回
る
五
〇
〇
名
が
各
国
割
当
数
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
日
本
は
、
ケ
ソ
ン
大
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統
領
に
移
民
法
の
運
用
に
よ
っ
て
邦
人
移
民
数
を
増
加
す
る
よ
う
求
め
た
。

（
採
録
文
書
数
22
文
書
）

﹇
使
用
記
録
﹈

J.1.1.0.X
1-U
1

「
外
国
ニ
於
ケ
ル
排
日
関
係
雑
件　

米
国
ノ
部
」
第
七
巻

３　

カ
ナ
ダ

本
項
目
で
は
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
邦
人
移
民
の
問
題
に
関
す
る
文
書
を
採
録
し

て
い
る
。
主
な
問
題
と
し
て
は
、
カ
ナ
ダ
議
会
に
お
け
る
排
日
決
議
案
や
排
日
法

案
を
め
ぐ
る
論
議
、
Ｂ
Ｃ
州
の
排
日
問
題
を
緩
和
す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
日
本
人

審
査
委
員
会
に
よ
る
不
正
入
国
者
実
態
調
査
、
キ
ン
グ
首
相
に
よ
る
日
加
紳
士
協

約
（
ル
ミ
ュ
ー
協
約
）
改
訂
と
相
互
移
民
協
定
締
結
に
関
す
る
打
診
、
カ
ナ
ダ
漁

業
省
に
よ
る
日
系
漁
業
ラ
イ
セ
ン
ス
削
減
問
題
や
Ｂ
Ｃ
州
議
会
の
排
日
論
議
、
日

本
人
登
録
問
題
な
ど
の
関
係
文
書
を
採
録
し
て
い
る
。

（
採
録
文
書
数
23
文
書
）

﹇
使
用
記
録
﹈

E.4.9.0.7-6

「
本
邦
漁
業
関
係
雑
件　

中
南
北
米
沿
岸
漁
業
関
係
」
第
三
巻

J.1.1.0.J/X
1-B2

「
外
国
ニ
於
ケ
ル
排
日
関
係
雑
件　

加
奈
陀
ノ
部
」
第
二
巻

J.1.1.0.J/X
1-B2-2

「
外
国
ニ
於
ケ
ル
排
日
関
係
雑
件　

加
奈
陀
ノ
部　

漁
業
法

関
係
」
第
二
巻

J.1.1.0.X
1-B1-1

「
各
国
移
民
法
規
並
政
策
関
係
雑
件　

英
国
ノ
部　

加
奈
陀
ノ

部
」

４　

ブ
ラ
ジ
ル

本
項
目
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
邦
人
移
民
の
問
題
に
関
す
る
文
書
を
採
録

し
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
昭
和
一
二
年
一
一
月
、
バ
ル
ガ
ス
大
統
領
の
「
ク
ー

デ
タ
ー
」
に
よ
り
、
新
憲
法
が
公
布
さ
れ
た
が
、
旧
憲
法
の
移
民
二
分
制
限
条
項

は
従
前
通
り
存
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
一
三
年
五
月
に
新
外
国
人
入
国
法
が
、
さ

ら
に
同
年
八
月
に
同
施
行
細
則
が
公
布
さ
れ
る
と
、
日
本
人
の
入
国
割
当
数
は

二
八
四
九
名
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
日
本
は
、
邦
人
割
当
数
の
増
加
、
差
別
待
遇

撤
廃
を
求
め
、
新
移
民
法
制
定
の
動
き
に
対
し
て
は
、
移
民
と
通
商
の
相
関
性
を

ブ
ラ
ジ
ル
側
に
説
明
し
、
両
国
の
通
商
促
進
に
は
南
米
航
路
の
維
持
が
不
可
欠
と

説
い
た
。
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
軍
部
の
枢
軸
国
批
判
に
対
し
て
も
日
本
の
立
場
を
説

示
す
る
な
ど
、
折
衝
に
努
め
た
。

（
採
録
文
書
数
29
文
書
）

﹇
使
用
記
録
﹈

A
.6.4.0.4

「
伯
国
内
政
関
係
雑
纂
」
第
三
巻

J.1.1.0.J1

「
本
邦
移
民
法
規
並
政
策
関
係
雑
件
」
第
三
巻

J.1.1.0.J/X
1-BR1

「
外
国
ニ
於
ケ
ル
排
日
関
係
雑
件　

伯
国
ノ
部
」
第
五
巻

J.1.1.0.X
1-BR1

「
各
国
移
民
法
規
並
政
策
関
係
雑
件　

伯
国
ノ
部
」
第
六
、
七
巻

J.1.2.0.J2-1

「
本
邦
移
民
関
係
雑
件　

伯
国
ノ
部
」
第
十
四
、
十
五
巻

５　

ペ
ル
ー

本
項
目
で
は
、
ペ
ル
ー
の
排
日
気
運
の
高
ま
り
を
背
景
と
し
た
ペ
ル
ー
政
府
に

よ
る
邦
人
移
民
入
国
制
限
措
置
と
こ
れ
に
対
す
る
わ
が
方
の
折
衝
振
り
を
示
す
文
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書
や
、
昭
和
一
五
年
五
月
一
三
日
に
首
都
リ
マ
で
発
生
し
た
排
日
暴
動
事
件
お
よ

び
同
事
件
の
賠
償
交
渉
に
関
す
る
文
書
を
採
録
し
て
い
る
。

特
に
排
日
暴
動
は
、
首
都
リ
マ
に
集
中
す
る
邦
人
商
店
、
理
髪
店
、
飲
食
店
、

民
家
が
ペ
ル
ー
人
暴
徒
に
襲
わ
れ
、
集
団
略
奪
、
破
壊
に
遭
っ
た
も
の
で
、
負
傷

者
十
数
名
、
罹
災
者
五
〇
〇
余
名
、
被
害
推
定
額
三
九
〇
万
ソ
ー
ル
に
達
し
た
。

日
本
政
府
は
、
革
命
で
も
な
い
平
時
に
、
日
本
人
の
み
を
襲
っ
た
計
画
的
暴
動
で

あ
る
点
を
重
大
視
し
、
ペ
ル
ー
政
府
に
厳
重
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
正
式
陳
謝
、

責
任
者
の
処
罰
、
在
留
邦
人
の
生
命
財
産
の
保
障
お
よ
び
損
害
賠
償
の
支
払
い
を

求
め
た
。
ペ
ル
ー
側
は
陳
謝
と
処
罰
を
実
施
し
、
将
来
の
保
障
と
賠
償
支
払
い
も

約
し
た
が
、
賠
償
金
に
つ
い
て
は
交
渉
が
難
航
し
、
妥
結
し
た
の
は
一
六
年
一
二

月
だ
っ
た
。

（
採
録
文
書
数
34
文
書
）

﹇
使
用
記
録
﹈

B.10.0.0.1

「
汎
米
会
議
関
係
一
件
」
第
四
巻

J.1.1.0.J/X
1-P1

「
外
国
ニ
於
ケ
ル
排
日
関
係
雑
件　

秘
露
国
ノ
部
」

J.1.1.0.J/X
1-P1-1

「
外
国
ニ
於
ケ
ル
排
日
関
係
雑
件　

秘
露
国
ノ
部　

秘
露
排
日

暴
動
事
件
」

J.1.2.0.J2-4

「
本
邦
移
民
関
係
雑
件　

秘
露
国
ノ
部
」
第
一
、
二
巻

九　

雑　
　

件

本
項
目
で
は
、
項
目
一
か
ら
八
で
採
録
し
な
か
っ
た
、
昭
和
一
二
〜
一
六
年
に

お
け
る
様
々
な
問
題
に
関
す
る
文
書
を
、
九
つ
の
小
項
目
を
設
け
て
採
録
し
て
い

る
。

１　

新
南
群
島
の
日
本
領
土
へ
の
編
入
問
題

本
項
目
で
は
、
昭
和
一
四
年
三
月
三
〇
日
付
で
わ
が
国
が
新
南
群
島
を
台
湾
総

督
府
の
管
轄
に
編
入
し
た
経
緯
に
関
す
る
文
書
を
採
録
し
て
い
る
。
新
南
群
島
は

仏
国
が
昭
和
八
年
に
先
占
宣
言
を
行
っ
て
以
降
、
日
仏
間
の
係
争
地
と
な
っ
て
い

た
。
日
本
側
で
は
大
正
六
年
に
新
南
群
島
の
燐
鉱
採
掘
事
業
に
着
手
し
、
昭
和
四

年
に
は
軍
艦
を
派
遣
し
て
測
量
探
査
を
行
っ
た
事
実
か
ら
、
仏
国
の
先
占
宣
言
を

認
め
な
か
っ
た
が
、
仏
国
と
進
ん
で
事
を
構
え
る
こ
と
を
避
け
、
日
本
領
で
あ
る

と
強
く
主
張
せ
ず
に
い
た
。
し
か
し
昭
和
一
三
年
七
月
下
旬
、
仏
国
側
が
建
築
資

材
を
陸
揚
げ
し
て
永
久
的
な
建
造
物
を
構
築
す
る
動
き
を
示
す
と
、
日
本
側
も
領

有
権
を
正
式
に
主
張
す
る
必
要
を
認
め
、
国
内
的
手
続
き
を
経
て
、
一
四
年
三
月

三
一
日
、
新
南
群
島
を
台
湾
総
督
府
の
管
轄
に
編
入
し
た
旨
を
仏
英
米
三
か
国
へ

通
告
し
た
。

（
採
録
文
書
数
30
文
書
）

﹇
使
用
記
録
﹈

A
.4.1.0.2-1

「
各
国
領
土
発
見
及
帰
属
関
係
雑
件　

南
支
那
海
諸
礁
島
帰
属
関
係
」

第
三
巻

A
.4.1.0.2-1-1

「
各
国
領
土
発
見
及
帰
属
関
係
雑
件　

南
支
那
海
諸
礁
島
帰
属
関

係　

新
南
群
島
関
係
」
第
一
、
二
巻

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
類
聚
」
第
六
十
二
編
第
二
巻
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２　

故
斎
藤
駐
米
大
使
の
遺
骨
送
還

本
項
目
で
は
、
昭
和
一
四
年
二
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
死
去
し
た
斎
藤
博
前
駐
米

大
使
の
遺
骨
を
米
国
海
軍
の
軍
艦
で
日
本
へ
送
還
し
た
経
緯
に
関
す
る
文
書
を
採

録
し
て
い
る
。
本
件
移
送
は
米
国
内
で
病
気
療
養
中
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
離
任

し
た
大
使
へ
の
取
り
計
ら
い
と
し
て
は
異
例
の
厚
遇
で
、
堀
内
駐
米
大
使
は
、
米

国
に
お
け
る
悪
化
し
た
対
日
空
気
を
考
え
れ
ば
、
相
当
な
政
治
的
考
慮
を
加
え
た

米
国
政
府
の
英
断
で
あ
る
と
東
京
に
報
告
し
た
。
遺
骨
を
乗
せ
た
ア
ス
ト
リ
ア
号

は
ホ
ノ
ル
ル
経
由
で
四
月
一
七
日
に
横
浜
に
入
港
し
た
。
同
日
付
の
『
ワ
シ
ン
ト

ン
・
ス
タ
ー
』
は
、
日
本
国
民
の
感
謝
の
念
は
関
東
大
震
災
の
当
時
に
米
国
の
救

援
に
対
し
て
示
さ
れ
た
も
の
に
比
肩
す
る
と
論
じ
た
。

（
採
録
文
書
数
16
文
書
）

﹇
使
用
記
録
﹈

L.3.6.0.2-5

「
本
邦
人
弔
喪
関
係
雑
件　

斎
藤
大
使
葬
儀
関
係
」

N
.1.7.1.3

「
外
務
省
公
表
集
」
第
二
巻

３　

貿
易
省
設
置
問
題

本
項
目
で
は
、
貿
易
省
設
置
を
め
ぐ
る
外
務
省
内
の
反
対
運
動
に
関
す
る
文
書

を
採
録
し
て
い
る
。
昭
和
一
四
年
一
〇
月
三
日
、
阿
部
内
閣
が
貿
易
省
設
置
要
綱

を
閣
議
決
定
す
る
と
、
外
務
省
高
等
官
は
、
貿
易
省
設
置
は
外
政
の
一
元
的
活
用

を
根
本
的
に
乱
す
と
し
て
野
村
外
相
に
再
考
を
求
め
た
。
し
か
し
野
村
外
相
は
閣

議
決
定
変
更
の
余
地
は
な
い
と
回
答
し
た
た
め
、
一
〇
月
一
一
日
、
高
等
官

一
三
〇
名
は
辞
表
を
提
出
し
た
。
そ
の
後
、
本
件
は
阿
部
首
相
に
一
任
さ
れ
、
外

務
事
務
当
局
の
意
見
は
貿
易
省
設
置
に
当
た
り
具
現
す
る
と
の
趣
旨
で
解
決
が
図

ら
れ
、
結
局
、
貿
易
省
設
置
は
取
り
止
め
と
な
っ
た
。

（
採
録
文
書
数
21
文
書
）

﹇
使
用
記
録
﹈

M
.1.1.0.4

「
貿
易
省
設
置
問
題
一
件
」

M
.1.2.0.2-4

「
外
務
省
官
制
及
内
規
関
係
雑
件　

商
務
官
官
制
関
係
」
第
五
巻

N
.1.7.1.3

「
外
務
省
公
表
集
」
第
二
巻

４　

極
東
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
避
難
民
問
題

ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
ユ
ダ
ヤ
人
排
斥
が
進
む
に
つ
れ
、
ユ
ダ
ヤ
人
避

難
民
の
日
本
へ
の
入
国
・
通
過
が
増
加
し
、
そ
の
対
応
が
外
交
課
題
と
な
っ

た
。
本
項
目
で
は
、
昭
和
一
三
年
一
二
月
六
日
付
の
五
相
会
議
決
定
「
猶
太
人
対

策
要
綱
」
を
は
じ
め
、
通
過
査
証
の
発
給
問
題
や
本
邦
滞
留
避
難
民
へ
の
措
置
振

り
な
ど
、
日
本
政
府
が
極
東
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
避
難
民
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し

た
か
を
示
す
文
書
を
採
録
し
て
い
る
。

（
採
録
文
書
数
80
文
書
）

﹇
使
用
記
録
﹈

I.4.6.0.1-2

「
民
族
問
題
関
係
雑
件　

猶
太
人
問
題
」
第
三
〜
五
、
七
〜
十
一
巻

J.2.3.0.J/X
1

「
外
国
ニ
対
ス
ル
帝
国
ノ
旅
券
査
証
関
係
雑
件
」

J.2.3.0.J/X
1-PO

1

「
外
国
ニ
対
ス
ル
帝
国
ノ
旅
券
査
証
関
係
雑
件　

波
蘭
国
人
ノ

部
」
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５　

諸
外
国
と
の
航
空
連
絡
交
渉

本
項
目
で
は
、
当
該
期
に
わ
が
国
が
企
図
し
交
渉
を
行
っ
た
航
空
連
絡
交
渉
に

関
す
る
文
書
を
採
録
し
て
い
る
。
主
な
問
題
と
し
て
は
、
英
米
両
国
と
交
渉
し
た

台
北
・
マ
ニ
ラ
間
お
よ
び
台
北
・
香
港
間
の
航
空
連
絡
交
渉
（
い
ず
れ
も
交
渉
は

妥
結
し
な
か
っ
た
）
の
ほ
か
、
一
四
年
一
一
月
に
協
定
が
成
立
し
た
台
北
・
バ
ン

コ
ク
間
の
航
空
連
絡
や
同
路
線
の
仏
印
上
空
通
過
に
関
す
る
仏
国
と
の
交
渉
な
ど

の
関
係
文
書
を
採
録
し
て
い
る
。

（
採
録
文
書
数
45
文
書
）

﹇
使
用
記
録
﹈

F.1.10.0.6-7

「
各
国
航
空
運
輸
関
係
雑
件　

支
那
ノ
部
」
第
三
巻

F.1.10.0.13

「
各
国
間
航
空
運
輸
関
係
雑
件
」
第
一
巻

F.1.10.0.13-1

「
各
国
間
航
空
運
輸
関
係
雑
件　

独
、
支
合
弁
会
社
ノ
欧
亜
連
絡

関
係
」

F.1.10.0.14

「
本
邦
、
各
国
間
航
空
運
輸
関
係
雑
件
」

F.1.10.0.14-3

「
本
邦
、
各
国
間
航
空
運
輸
関
係
雑
件　

日
、
米
間
連
絡
航
空
運

輸
関
係
」

F.1.10.0.14-5

「
本
邦
、
各
国
間
航
空
運
輸
関
係
雑
件　

日
、
泰
間
連
絡
航
空
運

輸
関
係
」

N
.1.7.1.3

「
外
務
省
公
表
集
」
第
二
巻

調
査
部
作
成
「
外
交
関
係
公
表
集
（
昭
和
十
六
・
十
七
年
度
）」（
調
四
４
）

６　

国
際
捕
鯨
問
題

南
氷
洋
捕
鯨
取
締
に
関
す
る
国
際
会
議
に
対
し
て
、
日
本
は
昭
和
一
二
年
五
月

の
会
議
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
が
、一
三
年
六
月
の
会
議
に
は
正
式
に
参
加
し
た
。

一
三
年
の
会
議
で
は
英
国
な
ど
が
前
年
に
成
立
し
た
国
際
捕
鯨
協
定
へ
の
わ
が
国

加
入
を
要
望
し
、
日
本
は
条
件
付
で
次
年
度
よ
り
協
定
に
加
入
す
る
こ
と
を
表
明

し
た
。
し
か
し
、
第
二
次
欧
州
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
こ
れ
を
理
由
と
し
て
日
本

は
国
際
捕
鯨
協
定
へ
の
加
入
を
延
期
す
る
こ
と
と
し
、
一
四
年
一
二
月
一
四
日
、

そ
の
旨
を
英
国
へ
通
報
し
た
。
本
項
目
で
は
こ
の
経
緯
に
関
す
る
関
係
文
書
を
採

録
し
て
い
る
。

（
採
録
文
書
数
41
文
書
）

﹇
使
用
記
録
﹈

B.10.6.0.85

「
国
際
捕
鯨
会
議
関
係
一
件
」
第
一
、
二
巻

通
商
局
第
二
課
作
成
「
昭
和
十
三
年
度
執
務
報
告
」

７　

ブ
リ
ス
ト
ル
湾
に
お
け
る
鮭
漁
問
題

昭
和
一
二
年
秋
、
ア
ラ
ス
カ
の
ブ
リ
ス
ト
ル
湾
に
お
い
て
日
本
船
が
鮭
漁
を

行
っ
て
い
る
と
の
風
聞
が
流
れ
る
と
（
実
際
に
は
蟹
工
船
で
鮭
漁
で
は
な
か
っ

た
）、
米
国
漁
業
関
係
者
か
ら
強
い
反
対
が
示
さ
れ
、
対
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
誘
発

し
た
。
日
本
側
で
は
、
前
年
よ
り
資
源
保
存
の
観
点
か
ら
農
林
省
が
許
可
す
る
調

査
船
以
外
の
鮭
漁
は
禁
止
し
て
い
た
が
、
日
中
戦
争
を
め
ぐ
り
国
際
関
係
が
極
め

て
機
微
な
時
期
で
あ
り
、
生
糸
な
ど
の
対
米
輸
出
に
対
す
る
悪
影
響
も
懸
念
さ
れ

た
た
め
、
す
べ
て
の
当
業
者
に
出
漁
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
と
し
、
そ
の
旨
を
米
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国
務
省
へ
通
報
し
た
。本
項
目
で
は
こ
の
経
緯
に
関
す
る
文
書
を
採
録
し
て
い
る
。

（
採
録
文
書
数
20
文
書
）

﹇
使
用
記
録
﹈

E.4.9.0.7-6-1
「
本
邦
漁
業
関
係
雑
件　

中
南
北
米
沿
岸
漁
業
関
係　

米
国
ノ
部
」

第
二
〜
四
巻

８　

パ
ナ
マ
に
お
け
る
邦
人
へ
の
営
業
停
止
問
題

パ
ナ
マ
で
は
昭
和
一
六
年
一
〇
月
八
日
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
親
米
政
権
が

誕
生
す
る
と
、
対
日
態
度
は
急
速
に
悪
化
し
、
一
〇
月
二
八
日
、
翌
日
以
降
に
お

け
る
在
留
邦
人
（
邦
人
数
三
八
〇
名
）
の
営
業
停
止
を
通
告
し
て
き
た
。
右
通
告

に
対
し
て
日
本
は
、
現
地
お
よ
び
在
京
パ
ナ
マ
公
使
を
通
じ
て
厳
重
に
抗
議
し
た

が
、パ
ナ
マ
政
府
は
日
本
側
抗
議
を
全
面
的
に
拒
否
す
る
強
硬
な
態
度
を
崩
さ
ず
、

営
業
停
止
の
撤
回
を
見
な
い
ま
ま
日
米
開
戦
と
な
っ
た
。
本
項
目
で
は
こ
の
経
緯

に
関
す
る
文
書
を
採
録
し
て
い
る
。

（
採
録
文
書
数
16
文
書
）

﹇
使
用
記
録
﹈

J.1.1.0.J/X
1-PA

1

「
外
国
ニ
於
ケ
ル
排
日
関
係
雑
件　

巴
奈
馬
国
ノ
部
」

９　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
お
よ
び
日
本
万
博
計
画

昭
和
一
五
年
開
催
予
定
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
計
画
は
、
盧
溝
橋
事
件
以
降
、

欧
米
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
と
す
る
国
際
世
論
の
厳
し
い
批
判
を
浴
び
、
中
止
説
も
唱

え
ら
れ
た
。
日
本
政
府
は
た
び
た
び
計
画
に
変
更
の
な
い
こ
と
を
声
明
し
た
が
、

結
果
と
し
て
大
会
返
上
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（
一
三
年
七
月
決
定
）。
ま
た
、
東

京
を
開
催
地
と
す
る
万
博
計
画
（
一
五
年
開
催
予
定
）
は
、
日
本
が
国
際
博
覧
会

条
約
に
未
加
入
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
パ
リ
の
博
覧
会
国
際
事
務
局
と
の
直
接
交

渉
で
支
持
を
と
り
つ
け
る
試
み
が
続
け
ら
れ
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
六
〇
か
国
へ

の
招
請
状
が
発
出
さ
れ
、
世
界
各
地
域
へ
の
招
請
使
節
も
派
遣
さ
れ
た
が
、
最
終

的
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
日
、
計
画
の
延
期
（
中
止
）
が
決
定
さ
れ
た
。
本
項

目
で
は
こ
れ
ら
関
係
文
書
を
採
録
し
て
い
る
。

（
採
録
文
書
数
34
文
書
）

﹇
使
用
記
録
﹈

B.10.6.0.12-1

「
博
覧
会
問
題
ニ
関
ス
ル
国
際
会
議
関
係
一
件　

批
准
、
加
入
、

実
施
関
係
」

E.2.8.0.3-3

「
本
邦
博
覧
会
関
係
雑
件　

日
本
万
国
博
覧
会
（
一
九
四
〇
年
）」
第

一
〜
六
巻

I.1.12.0.9

「
国
際
「
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
」
競
技
大
会
」
第
三
巻

I.1.12.0.9-1

「
国
際
「
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
」
競
技
大
会　

本
邦
大
会
関
係
」
第
四
、五

巻
10　

皇
紀
二
千
六
百
年
祝
賀
の
た
め
の
満
州
国
皇
帝
訪
日

皇
紀
二
千
六
百
年
（
昭
和
一
五
年
）
の
政
府
式
典
に
際
し
て
は
御
大
典
等
の
先

例
に
従
い
、
外
国
か
ら
の
特
派
使
節
を
辞
退
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
満
州

国
皇
帝
の
訪
日
希
望
が
伝
え
ら
れ
る
と
、日
本
側
は
満
州
国
と
の
「
特
殊
の
関
係
」

に
鑑
み
、
例
外
と
し
て
こ
れ
を
歓
迎
す
る
こ
と
と
し
た
。
同
皇
帝
は
式
典
の
時
期
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を
避
け
た
一
五
年
六
月
に
来
日
し
、
昭
和
天
皇
と
会
見
す
る
な
ど
し
た
。
本
項
目

で
は
こ
れ
ら
関
係
文
書
を
採
録
し
て
い
る
。

（
採
録
文
書
数
7
文
書
）

﹇
使
用
記
録
﹈

L.1.3.0.2-6-2

「
外
国
元
首
並
皇
族
本
邦
訪
問
関
係
雑
件　

満
州
国
ノ
部　

満
州
国

皇
帝
二
千
六
百
年
慶
祝
ノ
タ
メ
御
来
朝
一
件
」
第
一
、
二
巻

L.3.5.0.7-2

「
帝
国
祝
祭
典
関
係
雑
件　

紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
関
係
」
第
九
巻


